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一、...-

四

標

準

食

観

具オ

静

者E

治

↑
、
「
我
園
大
や
け
よ
り
給
る
扶
持
米
一
人
に
一
日
玄
米
五

合
〈
凡
玄
米
五
合
掛
目
二
盲
目
〉
宛
し
ら
け
て
は
一
一
割
も
共
飴
も
減

す
へ
し
家
僕
な
と
は
『
』
れ
争
三
度
に
食
す
朝
は
み
そ
汁
に
漬
物

董
は
一
奈
に
漬
物
タ
は
漬
物
の
み
添
ふ
る
事
通
例
な
わ
さ
れ
と

一
家
の
主
人
は
い
ふ
も
さ
ら
に
て
所
業
の
強
弱
所
作
の
動
静
に

雑

鈴

統
計
拾
穂
抄
(
二
)

よ
り
て
か
く
の
み
も
定
め
か
に
し
」
と
は
、
侍
陸
自
，
H

息
数
頭
法

眼
蘭
時
松
本
良
順
誌
、
「
養
生
法
」
に
梢
註
せ
し
、
陪
士
柴
街
山

内
豊
城
の
追
加
せ
る
所
な
り
、
(
元
治
元
年
即
ナ
西
紀
一
八
穴
四
年

型
城
誌
英
商
問
堂
島
県
免
悶
害
四
穴
及
問
七
枚
参
照
V

又

重朝

来
四
十
五
匁
、
割
歩
十
五
匁
味
噌
汁
、
漬
物
ニ
十
匁

縄
組
五
十
八
匁
、
砂
糖
五
匁
四
分
、
牛
肉
五
七
四
匁
、
野
菜

五
十
四
匁
、
茶
五
分
・

米
四
十
五
匁
、
制
捗
十
五
匁
、
野
菜
六
十
匁
、
魚
四
十
匁
、

積
物
二
十
匁
、

タ

と
列
車
せ
ら
る
る
は
、
我
海
軍
水
兵
の
食
長
と
じ
て
示
き
る
る

所
な
り
、
〈
明
治
四
四
年
俊
行
線
村
博
士
編
賞
用
食
口
剛
僻
県
五
六
丸
瓦

参
照
、
木
年
四
月
三
日
大
阪
朝
日
新
聞
が
木
春
闘
地
の
軍
陣
腎
畢
舎
に

於
で
、
海
軍
兵
食
に
就
春
、
菊
池
軍
磐
大
佐
の
講
演
せ

b
れ
し
要
旨
量
、

報
告
せ
る
所
に
よ
る
に
、
現
在
そ
の
兵
食
を
「
申
」
航
海
食
、
「
乙
」
碇
泊

食
、
「
丙
」
監
獄
食
、
潜
水
艦
航
海
食
、
航
牢
一
増
加
食
を
分
て
る
由
な
り
、

惟
ふ
に
病
水
兵
金
、
海
軍
兵
皐
校
及
機
関
愚
校
生
徒
食
等
に
就
奇
て
も
、

そ
れ
ぞ
れ
特
別
の
食
量
表
在
、
規
定
せ
与
る
ム
と
と
を
信
ず
と
援
も
、

今
之
を
問
は
す
V

以
上
二
例
は
近
代
邦
人
の
椋
準
食
に
闘
し
、
割
合
に
早
く
考
量

又
は
規
定
さ
れ
し
所
を
、
事
け
仁
る
に
過
ぎ
?
、
そ
の
外
皮
く

言
論
出
版
物
を
見
渡
す
に
、
特
に
近
年
衛
生
叉
管
養
の
必
要
、

第
三
十
巻

九
九
三

第
六
時
拡
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雑

銭

統
計
拾
穂
抄
〈
一
一
)

頻
り
に
唱
へ
ら
る
る
ニ
と
と
な
り
て
よ
り
、
同
一
事
項
ぞ
取
扱

へ
る
言
論
は
普
通
人
b-
相
手
と
し
て
も
昌
ん
亡
誘
き
出
さ
れ
、

飲
食
そ
の
も
の
の
た
め
に
は
飢
渇
に
迫
ち
ん
と
す
る
者
も
、
之

が
知
識
欲
の
た
め
に
は
食
傷
を
強
ひ
ら
る
と
謂
ふ
も
、
週
一
言
と

せ
ざ
る
の
紋
あ
る
が
如
し
、
殊
に
諸
食
品
の
養
慣
を
測
る
の

共
遁
尺
庫
規
せ
ら
る
る
、
熱
量
方
ロ
リ

1
名
義
に
よ
る
も
の
に

就
台
、

と
冷
感
ぜ
し
む
へ
向
司
直
明
白
繍
材
料
中
桐
常
陀
償
問
し
得
へ

し
と
信
ナ
る
も
の
を
、
ニ
ワ
丈
け
摘
記
す
れ
ば
、

昭
和
五
年
毎
日
年

銀
附
録
家
声
「
毎
日
」
一

0
0頁
『
一
日
の
食
料
」
及
日
太
衆
庭
大
百
科
事

告
第
一
ユ
巻
三
四
四
宍
頁
以
下
「
保
健
食
」
)
今
枇
曾
の
賞
況
に
一
瞥
を

加
ふ
る
の
目
的
上
、
試
み
に
手
許
に
あ
る
謬
生
向
京
都
一
食
堂

の
献
立
表
に
就
き
先
月
十
一
日
分
砂
窺
ふ
に
、
米
飯
の
外
朝
食

味
噌
汁
や
さ
い
ご
ま
あ
へ
呑
物
十
五
銭
、
書
一
食
焼
魚
竹
の
子
煮

合
香
物
二
十
三
錦
、
夕
食
玉
子
巻
焼
吸
も
の
香
物
二
十
五
銭
と

あ
り
、
各
細
目
に
つ
き
分
量
ぞ
明
示
す
る
こ
と
な
く
、
そ
の
全

量
に
含
ま
る
べ
き
カ
ロ
リ
ー
幾
何
に
つ
き
で
の
保
謹
身
付
せ
ざ

る
に
拘
は
ら
歩
、
普
養
本
位
を
呼
読
し
つ
つ
、
近
き
未
来
に
枇

舎
の
葬
心
者
た
る
べ
き
、
幾
多
穎
才
を
呼
ぴ
寄
す
る
を
宥
る
、

第
三
十
巻

九
九
四

第
六
減

一
三
四

叉
東
都
新
紙
の
所
報
じ
信
を
お
く
可
く
ん
ば
、
託
児
所
に
集
主

る
の
稚
子
中
、
空
虚
め
排
嘗
aq
持
参
す
る
者
あ
わ
、
日
中
の
「
非

し
と
雄
も
、
成
長
し
て
世
俗
の
人
と
な
る
の
望
は
、
必
唱
ず
し
も

そ
の
子
に
絡
に
る
る
『
}
と
な
し
、
素
よ
り
醒
白
一
勝
者
が
人
の
健
康

及
勤
勉
や
績
け
し
む
る
士
め
、
必
要
視
す
べ
き
標
準
食
の
定
め

は
、
経
滑
臨
時
十
者
が
古
〈
よ
り
攻
究
し
来
れ
る
、
「
生
清
最
低
限
」

の
概
念
と
合
致
す
る
も
の
に
非
歩
、
叉
強
ひ
て
合
致
せ
し
む
る

の
必
要
も
な
か
る
べ
し
と
雄
も
、
仁
術
に
し
て
頁
の
仁
術
大
る

可
く
ん
ば
、
標
準
食
の
研
究
が
、
濁
り
生
計
足
h

り
曹
楽
に
封
す

る
支
梯
能
力
を
、
有
す
る
人
々
の
た
め
に
の
み
、
時
地
は
げ
ら
る
る

の
視
を
皇
す
べ
き
に
非
歩
、
そ
の
標
準
熱
量
と
現
在
我
闘
の
細

民
、
否
一
般
に
中
流
生
活
者
が
、
事
寅
上
常
用
し
つ
つ
あ
る
食

物
一
日
分
の
熱
量
と
、
幾
何
の
較
差
あ
り
、
叉
そ
の
較
差
の
七

め
に
如
何
な
る
影
響
そ
.
我
邦
賂
来
の
枇
曾
に
遣
す
べ
き
か
の

研
究
に
も
、
及
川
昭
さ
る
る
の
親
切
は
必
守
や
示
さ
る
べ
き
そ
確

信
す
。
吾
人
は
醤
畢
専
門
の
素
養
を
依
く
と
難
色
、
右
の
如
き

信
念
の
下
、
衆
庶
康
済
の
目
的
上
本
題
目
が
、
碁
本
的
意
義
を



有
す
る
の
事
貨
に
鑑
み
、
本
題
目
に
閉
す
る
内
外
事
者
研
究
の

来
歴
を
少
し
く
零
ね
、
終
り
に
之
が
小
評
論
を
付
し
、
吾
人
の

如
く
賞
岐
の
道
に
不
案
内
な
る
人
h
の
、
参
考
に
供
せ
ん
と
欲

す
、
現
に
外
闘
に
あ
り
で
は
生
計
調
賓
を
、

一
居
完
全
な
ら
し

な
る
の
目
的
上
、
調
査
砂
此
方
面
に
も
及
一
は
せ
る
の
例
あ
り
、

ハ
之
か
一
叙
設
に
ワ
骨
で
は
の
円
。
E
E・山
E
一F
r
y
-
-
ロ
u
U
H
n

ヨュ
a
g
p
・2
印
山
岡
町
-

M

酌
凶
〉
我
邦
に
於
て
も
政
府
の
家
計
調

査
近
く
繰
返
さ
る
べ
き
際
に
は
、
此
事
に
就
き
相
宮
に
考
慮
さ

る
ぺ
し
と
、
信
ホ
ペ
品
川

h

事
由
あ
る
争
以
て
、
木
編
蕪
雑
乍
ら
必

歩
し
も
無
意
義
と
せ
ざ
ら
ん
か
。

二
、
食
物
は
身
穏
や
浩
h

り
上
け
.
腸
内
の
廃
物
や
作
補
す
る
の

材
料
や
供
し
・
叉
身
慢
の
諸
活
動
に
必
要
な
る
精
力
を
、
興
さ
し

む
る
の
材
料
を
給
す
る
の
二
大
目
的
に
営
て
ら
る
、
か
く

τ個

々
の
食
物
に
含
ま
る
る
養
償
を
、
生
理
の
根
援
に
於
て
、
計
算
す

る
の
目
的
を
も
逮
せ
し
む
べ
き
、
食
物
の
化
接
的
純
特
成
分
印

ち
管
養
素

Z
世

r
E
=四
回
開

S
Fロ
は
、
主
と
し
て
血
及
肉
の
形
成
に

併
せ
ら
る
る
蛋
白
化
合
物
(
窒
素
分
)
、

主
と
し
て
精
力
及
熱
を

生
ぜ
し
む
べ
き
含
水
炭
素
及
脂
肪
な
り
、
そ
の
外
身
鐙
は
水
.
小

雑

銭

統
計
拾
穂
抄
(
一
一
)

歩
合
の
捕
物
質
(
穂
)
及
ヨ
S
E
2
2と
呼
ば
る
る
他
の
物
質
の
小

分
量
を
要
求
す
。
而
し
て
適
度
の
健
康
及
鯉
カ
を
維
持
す
る
に

め
、
各
偶
人
は
日
々
喪
ふ
べ
き
管
素
及
炭
素
そ
楠
ふ
に
足
る
ベ

き
食
物
を
、
趨
営
的
分
量
丈
け
は
婿
取
す
る
の
要
あ
り
、
誌
に
於

て
か
標
準
食
信
P
E
E
R
-
-
a
叉
は
尋
常
要
量

Z
E
g
m
-
r
己
主

の
概
念
を
生
じ
、

そ
の
所
要
成
分
秒
、
撮
取
す
る
た
め
に
は
、

雑
食
混
味
に
よ
ゐ
や
必
要
と
す
、
現
に
人
は
風
習
上
白
か
ら
之

を
認
め
、
米
飯
(
主
と
し
で
含
水
炭
素
)
と
味
噌
汁
門
主
と
し
て
蛋
白

質
及
腕
分
)
(
明
治
二
十
七
年
後
行
監
科
大
事
愚
術
試
験
嚢
報
第
一
管
中

に
は
、
農
嘗
化
畢
教
師
オ
ス
力
ル
、
ケ
ル
ネ
ル
に
上
る
『
京
邦
食
物
自

盟
問
究
」
「
味
噌
の
製
造
及
成
分
に
閲
す
る
研
究
」
そ
の
他
本
邦
食
養
化
畢

に
閲
す
る
諮
問
究
を
含
む
〉
パ
ン
(
主
と
し
て
含
水
炭
素
)
と
バ
タ

l

〈
主
と
し
で
脂
肪
)
肉
(
主
と
し
で
蛋
白
化
合
物
)
止
馬
鈴
薯
(
主
と
し

て
含
水
炭
素
)
と
冶
食
用
と
す
る
の
み
な
ら
歩
、
そ
の
外
世
人
周

知

ω諸
常
則
混
食
物
例
eq
有
す
。
叉
布
の
宇
.
旨
は
事
理
に
立
脚

せ
る
、
税
近
食
養
方
に
於
て
要
求
せ
ら
る
る
の
み
な
ら
歩
、
経

験
に
よ
り
そ
の
知
識
ぞ
集
大
成
せ
る
、
和
漢
の
食
養
父
食
療
法

上
、
「
京
市
川
ト
モ
ニ
一
偏
定
ナ
キ
ヲ
良
」
と
し
、

「
一
種
ヲ
多
食
久

食
ス
ペ

b
-
フ
ズ
」
と
設
き
門
向
井
一
万
升
「
庖
断
備
昂
倭
名
本
草
」
巻
之

第
=
一
+
傘

九
九
五

第
中
ハ
披

五
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走:議
ぞる
:.i-~": る

きの
つ事
イコ置r
あは
る，心
をあ

信
ぜ
ん
と
欲
す
。
か
く
視
し
来
る
と
共
に
之
と
関
聯
し
て
想
起

せ
ら
る
る
は
、
右
の
引
用
利
害
凡
例
中
「
凡
人
票
賦
所
レ
得
之
原

気
有
一
一
強
弱
九
気
血
右
治
濁
一
、

心
慢
有
己
弁
侠
ヘ
人
口
問
布
一
貴

賎
-
、
家
資
布
ニ
貧
富
九
飲
食
有
一
一
常
喰
ヘ
常
冷
不
レ
可
レ
蟹
也
、
大

人
小
人
各
従
-
一
其
常
-
潟
」
準
」
と
断
せ
る
一
節
な
り
、
剖
ち
食
物

の
尋
常
要
量
は
、
必
然
諸
事
情
に
よ
り
演
す
べ
き
を
以
て
、
之

に
就
き
一
切
の
場
合
に
溺
合
す
べ
き
唯
一
の
標
準
は
、
元
来
立

定
し
得
‘
へ
き
こ
と
七
ら
ざ
る
や
、
先
つ
注
意
す
べ
き
な
り
、
特

に
仕
途
け
ら
れ
大
る
仕
事
の
分
量
大
な
る
に
従
ひ
、
熱
量
の
必

要
消
耗
ぞ
補
ひ
、
諸
組
織
を
代
謝
せ
し
む
る
に
、
必
要
な
る
食

物
の
分
量
も
愈
h

多
か
る
べ
き
や
以
て
、
此
一
黙
の
み
ぞ
考
へ

て
も
、
震
さ
れ
た
る
仕
事
の
分
量
を
土
墓
と
し
て
、
諸
普
遜
規

則
を
設
く
る
こ
と
と
す
べ
き
な
り
。

阿国何回三
2
2
3

明。。一回目巴
E
『

ω
F
o
E

子
。
己
回
同
一
己
一
回
ロ
ヨ
L
D
陣
。
『
〈
苫
当

(
2
2
d
p
ュ2
-
c
n
r
E
3
ヨ-

3
8・
3
・
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の

第
三
十
巻

第
六
獄

一-一一丸

九
九
丸



雑

銭

統
計
捨
穂
抄
(
一
一
V

二
分
の
一
、

一
乃
至
五
歳
な
る
子
の
要
量
は
、
同
じ
く
そ
の
十

分
の
三
と
推
定
せ
ら
る
、
之
ぞ
三
叫
営
養
素
別
に
換
算
す
れ
ば
、

次
の
計
教
を
生
4r

蛋
白
(
支
)

勝
肪
(
瓦
)
含
水
炭
素
(
瓦
)
カ
ロ
リ
ー

男

につ
，:コ

，.、
Rコ

五
{
)
(
〕

三コココ
一一
E
E

-Jl; 

ノ丸
Cコ

." 
J、

四
{
〕
(
〕

コ同町。

一口
l
l
一
五
歳
ノ
子

~三
ヨ£

区盟

主L

草寺一

-
e
f
l
旬コ

一一ニヨ
C

耳
!
一
口

fl 

五円口

三五
o 

= 
tニコ

_." 
o 

1/ 

九
{
〕
(
}

三己

Cコ

ノ、

三開己
cコ

賞
際
の
魔
置
と
し
て
通
例
行
は
る
る
仕
方
に
よ
れ
ば
、
山
摂
取

さ
れ
六
る
(
又
は
検
算
的
に
査
定
せ
る
)
家
計
計
算
表

Z
Z岳山一室

内門吉
E
口
問

2
を
土
蓋
と
し
、
(
仮
令
パ
三
三
-
z
-
H
F
T
F
R
F
)
食

品
表
に
照
し
て
、
掻
取
さ
れ
た
る
食
物
の
蛋
白
、
脂
肪
、
合
水

炭
素
景
並
に
カ
ロ
リ
ー
景
を
安
定
し
、
夏
に
向
令
一
養
慣
が
如
何

な
る
仕
方
に
よ
り
、
動
物
食
及
柄
物
食
に
分
た
る
る
か
を
、
計
算

す
る
こ
と
と
な
し
得
べ
し
、
こ
の
仕
方
に
よ
り
被
調
古
賞
者
の
常

食
が
、
生
地
上
定
ま
れ
る
版
別
に
、
相
A

回
国
す
る
や
否
や
、
叉
如

何
な
る
穣
皮
迄
合
致
す
る
や
を
明
カ
な
ら
じ
む
。
さ
れ
ど
叉
別

第
三
十
巻

四
O 

一0
0
0

第
宍
就

の
仕
方
に
出
で
得
べ
し
、
印
ち
先
つ
蛋
白
、
脂
肪
、
含
水
炭
素

の
、
生
理
的
需
用
ぞ
夜
定
し
‘
随
時
そ
の
欲
求
ぞ
充
た
す
た
め
、

最
も
庚
く
行
は
れ
叉
最
も
低
廉
な
る
食
品
ぞ
貨
ふ
こ
と
と
せ

ば
、
食
養
突
は
幾
何
に
上
る
べ
き
か
ぞ
計
算
す
る
'
}
と
と
す
ゐ

に
あ
り
、
之
に
よ
ら
ん
か
一
種
の
生
別
的
生
前
最
低
限
ぞ
牧
む
.

べ
し
。
(
広
三
主
F
P
A
H
-
[

百

忌
ω)

、1d'湖
、
標
準
食
に
閥
す
る
諸
問
諸
事
者
の
研
究
は
、
以
上
説
く

所
に
よ
り
て
も
推
知
す
べ
き
が
如
く
、
近
年
制
る
惨
だ
し
く
し

て
叉
遺
品
中
の
途
上
に
あ
り
と
も
視
す
べ
し
、
従
ひ
て
今
日
俄
か

に
之
が
制
定
不
動
の
標
準
を
求
む
る
は
難
し
、
何
れ
に
し
て
も

従
来
の
諸
研
筑
が
、
そ
の
調
資
を
及
ほ
せ
る
所
充
分
な
る
大
教

に
建
せ
歩
、
叉
そ
の
槻
田
被
試
験
上
越
く
べ
か
ら
ざ
る
諸
誤
謬
源

ど
、
個
別
的
諸
特
質
と
ぞ
帯
ぶ
る
が
た
め
に
、
そ
の
結
論
に
よ

り
一
般
を
律
す
る
に
は
、
深
甚
の
慎
慮
や
排
ふ
の
要
あ
り
、
特

に
諸
営
養
分
の
最
低
限
と
し
て
、
巌
守
さ
る
べ
き
も
の
を
定
め

ん
と
す
る
が
如
き
、

一
研
究
に
つ
き
で
は
、
之
ぞ
闘
民
特
に
勤

持
階
級
民
給
食
案
を
、
考
案
す
る
の
料
に
供
せ
ん
と
す
る
が
如

き
場
合
、
孫
民
間
長
年
の
計
に
鑑
み
て
取
衿
す
る
所
あ
る
べ
き
な



hJ
、
萱
し
か
か
る
一
研
究
に
本
づ
き
牝
向
多
食
崇
拝
論
に
陥
ゐ

る
が
知
き
は
、
我
図
民
給
養
の
現
況
に
鑑
み
、
大
に
忌
む
べ
き

も
、
反
面
に
於
て
肉
養
排
斥
を
謡
歌
す
る
が
如
き
も
冶
悦
ぶ
べ

舎
に
非
宇
、
肉
eq揖
る
こ
と
砂
く
し
て
、
長
期
に
百
一
る
棟
内
の

饗
索
大
損
…
慌
を
悲
怨
し
易
く
、

一
日
一
損
喫
さ
れ
に
る
雫
素
補
給

の
目
的
は
牛
歩
的
に
、
逮
せ
ら
る
る
の
み
な
る
べ
き
砂
以
て
な

-n，
、
き
れ
ば
粧
品
川
上
の
諸
僚
件
守
不
問
に
付
し
、
車
に
生
到
に

本
っ
き
食
の
標
準
を
定
む
べ
〈
ん
ば
、
必
要
の
最
低
限
よ
り
も

世
帯
γ

ろ
安
全
の
標
準
に
着
服
し
、
恰
む
一
自
治
慢
の
上
水
事
業
ke

設
計
す
る
に
蛍
り
、
始
め
よ
り
そ
の
全
人
口
に
給
し
て
飴
り
あ

る
程
度
に
擦
る
と
、
同
様
な
る
心
持
を
以
て
す
る
を
可
と
す
べ

き
乎
、
若
し
夫
れ
一
歩
を
進
め
諸
替
養
分
を
諸
食
品
類
別
、
特

に
鳥
獣
肉
食
、
魚
食
、
菜
同
市
食
別
と
し
て
考
察
す
る
は
、
大
に

興
味
あ
る
も
、
五
口
人
は
之
を
後
日
の
幾
多
機
舎
に
譲
ら
ん
と
欲

す
諸
食
品
に
就
き
そ
の
管
養
素
叉
は
熱
量
そ
究
め
1

之
が
養
慣

ぞ
判
断
せ
ん
と
す
る
は
可
な
り
、
さ
れ
ど
夙
に
吾
人
の
疑
問
と

す
る
所
は
、
そ
の
養
償
叉
は
食
品
情
値

ω全
部
が
之
の
み
に
よ

z雑

統
計
拾
穂
抄
(
一
一
)

鍬

り
、
決
定
さ
れ
得
べ
き
ゃ
と
す
る
に
あ
り
、
登
し
同
一
食
品
と

雄
も
之
が
使
用
法
如
何
、
殊

ι調
理
上
に
於
け
る
他
食
品
と
の

取
合
せ
如
何
に
よ
り
、
砂
く
と
も
曙
味
よ
り
せ
ば
、
食
膳
と
し

て
の
一
新
償
値
を
生
守
べ
し
と
、
視
し
得
べ
舎
絵
地
あ
れ
ば
な

ゎ
、
此
賠
に
就
含
特
に
想
起
せ
ら
る
る
は
、
本
邦
寝
間
耐
艇
の
食
療

上
軍
き
ぞ
お
か
る
ゐ
噌
味
の
分
類
な
り
、
こ
は
食
欲
の
損
谷
に

闘
す
ゐ
の
み
に
し
て
、
管
養
の
多
少
に
闘
係
な
し
止
す
べ
き
も

の
な
ら
、
持
人
は
之
や
知
ら
中
と
維
も
、
古
人
が
「
調
味
ハ
一

味
偏
勝
ス
ベ
カ
ラ
ス
L

官
、
半
、
酸
、
献
、
苦
の
五
時
相
調
P
A

て
和
す
、
時
物
相
和
、
気
味
相
調
、
可
一
一
以
養
一
中
和
之
気
ヘ
可
一
ι

以
深
-
一
性
命
之
根
-
(
向
井
一
元
升
ノ
詩
)
と
教
へ
お
け
ゐ
に
、
敬
意

を
表
す
る
の
念
な
き
能
は
歩
。

巴
威
里
人
は
由
来
何
が
た
め
に
因
子
関
=
E巳
を
悦
ぴ
、
抽
抑

人
は
何
が
七
め
に

y
ツ
プ

宮門
mwD
『

E
ぞ
愛
用
す
る
か
、
凡

て
諸
岡
別
に
帯
再
建
し
、
替
養
事
理
の
悶
明
を
待
た
守
し
て
そ
の

園
民
の
愛
用
食
と
な
れ
る
も
の
‘
砂
か
ら
ざ
る
に
想
倒
し
つ
つ
ゐ

一
終
消
患
者
に
倣
ひ
て
謂
は
ん
と
敬
す
、
曹
師
及
生
訓
崎
製
者
の

領
分
を
、
冒
す
の
議
り
な
く
し
て
疑
ふ
ニ
と
を
許
さ
れ
得
べ
き

第
三
十
巻

第
六
就

一
0
0

四
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銭ー

統
計
拾
稽
抄
(
一
一
)

は
、
科
接
的
食
品
法
及
科
事
的
料
現
術
に
よ
り
、
人
の
健
康
に

一
大
結
果
ぞ
驚
ら
し
得
べ
き
か
に
穿
す
と
、
之
と
共
に
併
せ
引

用
す
る
を
以
て
無
意
義
と
せ
ざ
る
べ
き
は
食
品
に
付
物
的
管
養

業
以
外
に
、

心
的
一
光
業
令
指
視
し
た
る
ロ

gn一巾岡山正
、、句、，
3

，F
，
 
.• 

C

』、

の
町
内
品
弓
・
出
?
叶

O
〉
の
言
誌
な
り
、

日
く
「
食
事
ノ
度
毎
ニ
符
食

物
予
測
定
ス
ル
ハ
(
持
品
ソ
ノ
熱
量
品
ヅ
キ
〉
、
賀
行
シ
得
ベ
キ
ニ

非
ズ
、
刀
〈
師
五
ア
ン
ヰ
コ
ト
さ
フ
ズ
、
叉
不
必
要
す
り
、
食
欲
上

一
万
サ
ル
ル
足
不
足
感
三
仕
ス
ハ
、
高
全
ノ
策
タ
-
フ
ズ
、

ツ
ハ
病

的
タ
ル
コ
ト
ア
ル
ベ
キ
号
、

ソ
ノ
欲
ノ
諸
表
明
-
一
ヨ
リ
、
自
然

ハ
食
物
ノ
分
景
限
界
予
褒
見
セ
シ
ム
ル
ニ
資
セ
て
の
一
習
す
言
語

モ
唱
へ
シ
如
夕
、
食
物
テ
民
-
一
ヨ
タ
明
鴫
セ
ン
点
、
人
ハ
小
量

/
食
-
一
テ
飽
キ
、
同
時
-
一
叉
一
一
居
完
全
-
一
養
ハ
ル
イ
キ
コ
ト
ハ

褒
見
セ
ラ
レ
タ
リ
、
」
「
食
物
ガ
ソ
ノ
分
テ
川
市
ス
タ
メ
ニ
ハ
、
気

持
ヨ
夕
食
セ
ラ
レ
、
叉
口
問
費
リ
ア
ル
テ
要
ス
、
而
シ
テ
食
卓
ノ

愉
快
ハ
消
化
テ
助
夕
、
食
物
-
一
満
足
ス
ル
ハ
、
生
命
ト
生
命
-
一

伴
フ
ペ
キ
事
物
一
切
ト
ノ
、
延
長
テ
全
ワ
セ
シ
ム
ば
キ
、
自
然

ノ
仕
方
ナ
リ
」
と
、
是
等
言
説
に
闘
す
る
詳
論
は
他
日
に
譲
り
・

今
食
養
科
事
者
の
努
力
に
多
大
の
敬
意
を
梯
ふ
司
』
と
を
骨
白
す

第
三
十
巻

第
六
放

回

一O
O
ニ

る
と
共
に
、
同
じ
科
曲
学
者
に
勤
し
切
に
笠
ま
ん
と
欲
す
、
、
我
凶

民
大
多
数
食
養
の
現
況
に
闘
す
る
認
識
、
特
に
そ
の
経
済
的
一
枇

曾
的
方
面
の
顧
慮
に
、

一
居
注
意
せ
ら
れ
ん
こ
と
ぞ
、
吾
人
は

醤
惑
を
専
門
と
す
る
者
に
非
?
と
雌
も
、
酷
問
愚
者
の
膿
尾
に
附

し
て
、
品
廿
h
H

お
れ
ざ
ら
ん
と
す
る
の
一
伺
あ
り
、
そ
は
取
り
も

直
さ
ホ

J

、
本
草
序
例
中
の
名
伺
「
梁
雌
一
一
平
和
目
、
不
レ
如
一
一
飲
食
最

平
和
二
一
在
リ
」;

;
i
l
j
r
;
;
 


